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究
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ト
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石

橋

コ

レ

ク

シ

ョ
ン

日
本
書
画

に

つ
い

て

日
本
書
画
調
査
報
告

久
留
米
・
石
橋
美
術
館
学
芸
員 
 

橋

富 

博
喜

 

昭
和
五
四
年

(
一
九
七
九
)
夏
、
東
京
ブ
リ
ヂ

ス
ト

ン
美
術
館

に
お
い
て
石

橋
財
団
所
蔵

の
日
本
書
画
と
、
個
人
蔵

の
数
点

の
作
品
を
調
査
す

る
機
会
を
得

た
。
更

に
は
そ

の
時

の
調
査
を
基
に
し
て
、
昭
和

五
六
年

の
新
春

(
一
月
六
日

か
ら

二
月

一
日
ま
で
)
、
『
特
別
展
示
石
橋

コ
レ
ク

シ
ョ
ン
日
本
画
選
』
を
石
橋

美
術
館

に
お

い
て
開
催
し
た
。

 

本
調
査
報
告

は
こ
れ
ら

の
機
会

に
実
見

し
、
調
査

・
写
真
撮
影
す

る
こ
と
が

で
き

た
日
本
書
画

の
う
ち
、
石
橋
財
団
所
蔵
分

に

つ
い
て
の
基
礎
デ

ー
タ
の
報

告
で
あ

る
。
落
款

・
印
章
及
び
画
賛

等
に

つ
い
て
は
、

可
能

な
か
ぎ
り
判
読

に

つ
と
め
た
が
不
明

な
点
も
少
な
く
な

い
。

ま
た
制
作
年

に

つ
い
て
明
確

に
断
定

で
き

な
か

っ
た
作
品
も
多

い
。
こ
れ
ら

の
不
備

に

つ
い
て
は
、
今
後

の
調
査

・

研
究

の
課
題
と
考
え
て

い
る
。

 

石
橋

コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
作
品

の
う
ち
、

西
洋
近
代
絵

画
、

日
本
近
代
洋
画

に

つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
多
く

の
機
会

に
紹
介

さ
れ
、
研
究
も

さ
れ
て
き

た
が
、
そ

の
日
本
書
画

に

つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
知

ら
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た

と

言

え

る
。
本
調
査
報
告
が
そ
れ
ぞ
れ

の
作
家
研
究

の

一
助

に
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
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一
 

四
季
山
水
図

一
｜

一

春

図

四
幅

法 
 

量

銘
文

他

時

代

作

者

備

考

七
〇

・
八

×
四
四

・
○

巻
留

貼
付
紙
墨
書

「
夏

」

室
町
時
代

伝 

雪

舟

重
要
文
化
財

品
質
形
状

法
 

量

銘
文

他

時
 

代

作
 

者

備
 

考

絹
本
墨
画
淡
彩 

掛
幅
装

七
〇

・
六
×
四
四

・
三

巻
留
貼
付
紙
墨
書

「
春
」

室
町
時
代

伝 

雪
舟

重
要
文
化
財
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一
｜
三 

秋

図

一
｜
二 

夏
図

品
質
形
状

 

法 
 

量

銘
文 

他

時

代

作

者

備

考

絹
本
墨
画
淡
彩 

掛
幅
装

七
〇

・
八
×
四
四

・
二

巻
留
貼
付
紙
墨
書

「
秋
」

室
町
時
代

伝 

雪
舟

重
要
文
化
財

品
質
形
状

絹
本
墨
画
淡
彩

掛
幅
装



一
｜

四　

冬

図

品
質
形
状

法 
 

量

銘
文

他

時

代

作

者

備

考

絹
本
墨
画
淡
彩 

掛
幅
装

七
〇

・
六
×
四
四

・
二

巻
留
貼
付
紙
墨
書

「
冬
」

一
｜

一
か
ら

一
｜
四
ま
で
四
幅
共
箱

桐
箱
蓋
表
墨
書

「 
 
 

狩
野
法
眼
永
真
読
之

四
季
山
水
図
四
幅
雪
舟
筆 

」

室
町
時
代

伝 

雪
舟

重
要
文
化
財

 

雪
舟

(
応
永

二
七
年 

一
四
二
〇
｜
永
正
三
年 

一
五
〇
六
頃
)
。
諱

は
等
楊
。

 

雪
舟
筆

四
季

山
水
図

の
春

・
夏

・
秋

・
冬
各

季
節

を

一
幅
ご
と
に
描

い
た
四
幅
揃

い
の
作

品
と

し
て
は
、
現
在
東
京
国
立
博
物
館

所
蔵

の

〈
四
季
山
水

図
〉
が

よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
束
縛
本

〈
四
季
山
水
図
〉
は
、

そ
の
作
風
が

中
国
明

時
代
新

派
の
作
風

に
通
じ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
雪
舟
渡
明
中

の
文
明
元
年

(
一
四
六
九
)
頃

の
制
作
に
な
る
と
考
え

ら

れ

て

い

る
。

 

一
方
石
橋
本

〈
四
季
山
水
図
〉

に
は
落
款

・
印
章
が
な
く
、
雪
舟

の
真
筆
と
す
る
に
は
積

極
的
根
拠

に
欠
け

る
が
、
そ

の
筆
致

.
画
風
に
は
先

の
束
縛

本

〈
四
季
山
水
図
〉

に
共
通
す

る
点
も
多

い
。

ま
た
本

〈
四
季
山
水

図
〉

中

の
部

分
が
、
文
明

一
八
年

(
一
四

八

六
)

の

〈
四
季

山
水
図
〉
(
山
水
長
巻 

毛
利

報
公
会
)

に
も
見
ら

れ
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ

い
。

 

本

〈
四
季

山
水
図
〉

に
つ
い
て
は
、
今
後

そ
の
作
者
、
制
作
時
期

の
問
題
を
含
め
て
更

に

研
究
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
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二　

保
元
平
治
之
乱
物
語
絵

二
｜
一
 

保
元
平
治
之
乱
物
語
絵

品
質
形
状

法 
 

量

時

代

作

者

紙
本
着
色 

扇
面
額
装

一
七

・
八

×
五
五

・
二

(
幅

×
横
)

江
戸
時
代

伝 

宗
達

六
枚

二
｜

二

品
質
形
状

法 
 

量

銘
文 

他

時 
 

代

作 
 

者

保
元
平
治
之
乱
物
語
絵

紙
本
着
色 

扇
面
め
く
り

一
八

・
二
×
五
五

・
五

(
幅

×
横
)

西
中
墨
書

「
左
口
」 

「
口
口
」

江
戸
時
代

伝 

宗
達
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二
｜
三 

保
元
平
治
之
乱
物
語
絵

品
質
形
状

法 
 

量

時

代

作

者

紙
本
着
色 

扇
面

め
く
り

一
八

・
四
×
五

五

・
八

(
幅

×
横
)

江
戸
時
代

伝

宗
達

二
｜
四 

保
元
平
治
之
乱
物
語
絵

品
質
形
状

法 
 

量

時

代

作

者

紙
本
着
色 

扇

面
め
く

り

一
八

・
三

×
五
五

・
二

(
幅

×
横
)

江
戸
時
代

伝

宗
達
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二
｜
五 

保
元
平
治
之
乱
物
語
絵

品
質
形
状

法 
 

量

時

代

作

者

紙
本
着
色 

扇
面
め
く
り

一
七

・
八

×
五
五

・
二

(
幅

×
横
)

江
戸
時
代

伝 

宗
達

時

代

作

者

二
｜
二
か
ら
ニ
｜
六
ま
で
五
枚
共
箱

杉
箱
蓋
表
墨
書

「
俵
屋
宗
達

 
 

保
元
平
治
乱
図

 
 
 
 
 
 

扇
面
五
枚
」

江
戸
時
代

伝 

宗
達
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ニ
ー
六 

保
元
平
治
之
乱
物
語
絵

品
質
形
状

法 
 

量

銘
文 

他

紙
本
着
色 

扇
面
め
く
り

一
八

・
二
×
五
五

・
三

(
幅

×
横
)

西
中
墨
書

「
家
弘
」 

「
口
口
」

 

俵
屋
宗
達

(
?
｜
寛
永

二
〇
年 

一
六
四
三
)

の
伝
記

に
つ
い
て
は
、
そ

の

〈
源
氏
物
語

澪
標
及
関
屋
図
〉
(
静
嘉
堂
)
や

〈
風
神
雷
神
〉

(
建
仁
寺
)

の
作
者
と

し
て
著
名
で
あ
る
に

も

か
か
わ
ら
ず
、
明
ら
か

に
し
得
な

い
部
分
も
多

い
。
そ

の
理
由
と
し

て
、
宗
達
関
係

の
文

献
及
び
宗
達

一
人

の
手

に
な
る
作
品
が

少
な
い
こ
と
、
あ
る

い
は
そ

の
作
品

(
伝 

宗
達
と



し
て
残

っ
て
い
る
の
も
含

め
て
)

の
制
作
時
期

を
断
定

で
き
る
も

の
が

ほ
と

ん
ど
な

い
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

 

し
か
し

一
方

こ
う

し
た
状
況

の
な
か
で
、
宗
達

に
関
す
る
研
究
も
盛
ん

に
行
な
わ
れ
て
い

る
。
例
え
ば

「
琳
派
絵
画
全
集
」 

(
日
本
経
済
新
聞
社
)

中

の

〃
宗
達

派
"
の
巻
で
は
、
宗

達

に
関
す
る

こ
と
が
各
方
面
か
ら
論
じ
ら

れ
て
い
る
。
そ

の
中
で
も
特
に
扇
面
図

に
関

し
て

の
論
文

(
『
俵
屋

工
房
論
』
小
林
忠
)

で
は
、
石
橋
本

〈
保
元
平
治

之
乱
物

語
絵
〉
な
ど
各
地

に
散
在
す
る
作
品

の
屏
風
装

へ
の
復
元
と
、

工
房
内

の
三
人

の
画
家

の
存
在
が
明
確

に
さ
れ

て
い
る
。

 

〈
保
元
平
治
之
乱
物
語
絵
〉

と
し
て
現
在
所
在
が
明
ら
か
な
も

の
は
、

こ
の
石
橋
本

六
枚

を
は
じ
め
と
し
て
、

御
物
、
醍
醐
寺

三
宝
院
、

フ
リ

ア
美
術
館
、
個

人
蔵

な
ど

を
含

め
五
〇

余
点
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

四 

虎
渓
三
笑
図

一
幅

三 

竜
図

品
質
形
状

法 
 

量

銘
文 

他

時

代

作

者

紙
本
墨
画

掛
幅
装

九
二
・
四
×
二
七

・
六

落
款

・
印
章

(
左
上
)

「
崖
(
花
押
)
」 

「
三
郎

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
朱

文
方
印
)

 
 
 
 
 
 
 

日
月
」

桐
箱
蓋
表
墨
書

「
龍 
 

仙
厓
和
尚
筆
」

同

蓋
裏
墨
書

「
竹
波
居
土
題
」

同 

蓋
裏
印

一
顆

「
林
屯

」
(
朱
文
円
印
)

江
戸
時
代

仙
厘
義
梵

一
幅

品
質
形
状

法 
 

量

銘
文 

他

作 暗

者 代

紙
本
墨
画

掛
幅
装

一
一
七

.
四
×
二
七

・
六

賛
「
幾
回
使
吾
憶
南
泉
／
自
満
江
西
人
不
會
」

桐
箱
蓋
表
墨
書

「
三
僧
思
量 

仙
厓

和
尚
筆
」

同

蓋
裏
墨
書

 
 
 
 
 

カ

「
昭
和
十
歳
舎

乙
亥
初
秋
竹
波
居

士
題
」

同 

蓋
裏
印

一
顆

「
口口

」
(
白
文
方
印
)

江
戸
時

代

仙
崖
義
梵
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五　

観
音
図

品
質
形
状

法

量

銘
文

他

時
 

代

作

者

一
幅

絹
本
墨
画 

掛
幅
装

四

二

・
七
×

一
六

・
三

落
款

・
印
章

(
右
下
)

「
厘
(
花
押
)
｣

「
仙
厘
」
(
朱
文
長
円
印
)

賛「
世
の
憂
き
を 

心
津
具

し
尓 

な
け
と

て
我
が
衣
て
尓
波

か
け
の
岸

」

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

カ

「
菩
薩
清
涼
月 

遊
畢
竟
空 

衆
生
心
水
浄 

菩
提
影
現

中
」

江
戸
時
代

仙
厘
義
梵

銘
文

他

時

代

作

者

落
款

・
印
章

(
右
中
)

「
崖
(
花
押
)
」 

「
仙
麈
」
(
朱
文
長

円
印
)

賛
「
猫

の
子
を
馬
鹿
尓
志
た
ら
違

い
ま
直

よ
」

江
戸
時
代

仙
麈
義
梵
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六 

猫
鼠
図

一
幅

七 

高
良
山
詩
幅

一
幅

品
質
形
状

法 

 

量

紙
本
墨
画

掛
幅
装

三
五

・
四
×
五
七

・
一

品
質
形
状

法 

量

紙
本
墨
書 

掛
幅
装

一
三

三

・
二
×
二
八

・
二



銘
文

他

備 作 時

考 者 代

落
款

・
印
章

(
左
下
)

「
扶
桑
最
初
禅
窟 

厓

」

「
仙
厓

」
(
朱
文
長
円
印
)

桐
箱
蓋
表
墨
書

「
高
良

山
之
詩 

仙
乕
和
尚
筆
」

同

蓋
裏
墨
書

「
昭
和

十
歳
口

乙
亥
初
秋
竹
波
居
士
題
」

江
戸
時

代

仙
麈
義
梵

高
良

山
之
詩

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

カ

「
高
良

山
上
玉
垂
宮
見
違

石
屏
地
勢
雄
寂
爾
松

杉
千

古
年

西
征

宮

師

正

戈

功
」

 

仙
麈
義
梵

(
寛
延
三
年 

一
七
五
〇
ー

天
保
八
年 

一
八
三
七
)
。
博
多
聖
福
寺

(
臨

済

宗
妙
心
寺
派
)

の
第

一
二
三
、
一
二
五
世
。

 

〈
観
音
図
〉
と
同
じ
観
音
を
描
く
作

品
が

〈
白
衣
観
音
図
〉
と
し
て
現
在
永
青

文
庫

に

残

さ
れ

て
い
る
。

〈
観
音
図
〉

が
画
面
中
央

に
観
音
を
す
え
、
背
景

の
岩
ま
で
描
く

の
に
対
し

て
、
〈
白
衣
観
音
図
〉

で
は
観

音
の
み
を
描

い
て
い
る
。

ま
た
賛
も
左
か
ら
で
、 

「
世

の
憂

き
を
:
.…
」

の
賛

は
記
さ
な
い
。
落
款

は

「
梵
仙
麈
拝
画
」
で
印
は
押
さ
な
い
。

 

ま
た
出
光
美
術
館

に
は
、

石
橋
本

〈
観
音
図
〉
と
同
じ
画
賛

を
着
す

〈
瀧
見
観
音
〉
が
あ

り
、

出
光

本
に
は

「
文
政
丁

亥
十
月
扶
桑
最
初
禅
窟
梵
仙
厓

拝
画
」
、

「仙
麈
」

の
落
款

・
印

章
を
記
す
。

八

飲
中
八
仙
図

品
質
形
状

法 

量

銘
文

他

時

代

作

者

一
幅

紙
本
着
色

掛

幅
装

一
三
五

・
○

×
三
三

・
二

落
款

・
印
章

(
左
上
)

「
鐵
癩
人
寫
」

「
銕 

 

 

 

 

「
足
蹟

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
白
文
方
印
)

 

道
(
朱
文
方

印
)

遍
天
下
」

 

人
」

賛「
知
章
騎
馬
似
乗
船
眼
花
落
井
水
底
眼
/
汝
陽
三
斗
始
期
天
道
逢
麹
車

口
流

 
 
 
 
 
 

 

て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て

涎
恨
/

不
移
封
泉
酒
泉
左
相
日
興
費
萬
/
銭
飲
如
長
鯨
吸
百
川
御
盃
楽
聖
/

 

 

て
  
   
  
 

て
づ    
   
   
   
  
   
   
   
  
   
   
   
  

つ
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

づ
て

稱

世
賢
宗
之
瀟
洒
美
少
年
擧
/
觴
白
眼
望
青
天
皎
如
五
樹
臨
/
風
前
蘓
番
長

斎
繍
佛
前
/
酔
中
往

々
愛
逃
禅
李
白

一
斗
/

詩
百
篇
長
安
市
上
酒
家
眠
/

天

子
呼
来
不

止
船
自
稱

臣
是
/

酒
中
仙
張

旭
三
盃
草
聖
傳
脱
/
帽
露
頂
王
公
前

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て 

揮
毫
落
紙
/
如
雲
烟

焦
逐
五
斗
方
卓
然
高
/
雄
辯
驚

三
筵
/
右
杜
少
陵
」

不
詳

富
岡
鉄
斎

〔9〕



九

谿
山
畳
翠
図

一
幅

 

富
岡
鉄
斎

(
天
保
七
年 

一
八
三
六
｜
大
正

一
三
年 

一
九
二
四
)
。
名
は
百
錬
、

字

は

無
倦
、
學
古
書
院
と
称
す
。

 

飲
中
八
仙
と
は
、
唐
代
の
詩
人
で
酒
に
耽
る
も
の
八
人
を
意
味
し
て
い
る
。

そ

の
八

仙

は
、
賀
知
章
、
汝
陽
王
、
李
適
之
、
崔
宗
之
、
蘇
晋
、
李
太
白
、
張
旭
、
焦
遂
の
八
人
で
あ

る
。
杜
甫
の
詩
に

「
飲
中
八
仙
歌
」
が
あ
る
。
参
考
ま
で
に
そ
の
全
文
を
以
下
に
記
す
。

 
 

飲
中
八
仙
歌 

杜
甫

「
知
章
騎
馬
似
乘
船 
 

眼
花
落
井
水
底
眠

 

汝
陽
三
斗
始
朝
天 
 

道
逢
麺
車

口
流
涎

 

恨
不
移
封
向
酒
泉 
 

左
相
日
興
費
萬
銭

 

飲
如
長
鯨
吸
百
川 
 

銜
杯
樂
聖
稱
避
賢

 

宗
之
瀟
灑
美
少
年 
 

擧
觴
白
眼
望
青
天

 

皎
如
五
樹
臨
風
前 
 

蘇
晉
長
齋
繍
佛
前

 

醉
中
往
往
愛
逃
禪 
 

李
白

一
斗
詩
百
篇

 

長
安
市
上
酒
家
眠 
 

天
子
呼
來
不
止
船

 

自
稱
臣
是
酒
中
仙 
 

張
旭
三
杯
草
聖
傳

 

脱
帽
露
頂
王
公
前 
 

揮
毫
落
紙
如
雲
烟

 

焦
遂
五
斗
方
卓
然 
 

高
談
雄
辯
驚
四
筵
」

 

(
「
中
国
詩
人
選
集

一
〇 

杜
甫 

下
」

 
 

吉
川
幸
次
郎

・
小
川
環
樹 

編
集

・
校
閲 

岩
波
書
店 
 

一
九
五
九
年
)

品
質
形
状

法 

量

銘
文

他

時

代

作

者

絹
本
着
色 

掛
幅
装

一
六
九

・
二
×
七
〇

・
八

落
款

・
印
章

(
右
下
)

「
小
顔
」

「
小
蘋

 
 
 
 
 
 
 
 

(
朱
文
方

印
)

 
 
 
 
 

女
史

」

桐
箱
蓋
表
墨
書

「
谿
山
疊
翠
図 

野
口
小
蘋
筆 

壷
掘
」

同

蓋
裏
墨
書

「
明
治
三
十
二
年
十
月 

日
本
美
術
協
會
御
用
品
」

同 

蓋
裏
印

一
顆

(
朱
文
方
印
)

「
大
正
元
年
/
先
帝
御
遺
/
物
之
章
」

 

巻
留
貼
付
金
紙
墨
書

「
谿
山
疊
翠
図
」

明
治
三
二
年

(
一
八
九
九
)

野
口
小
蘋

〔10〕



作 時

者 代

同

蓋
裏
印

一
顆

「
高

 

 

(
白
文
方
印
)

 

幹
」

昭
和
八
年

(
一
九
三
三
)

竹
内
栖
鳳

 

野

口
小
蘋

(
弘
化

四
年 

一
八

四
七
｜
大
正
六
年 

一
九

一
七
)
。

本
名
親
、
字

は
清
婉
、

小
顔

と
号
す

。

 

〈
谿

山
畳
翠
図
〉

は
、

そ
の
蓋
裏
墨
書

で
わ
か
る
よ
う
に
、
明
治

三
二
年

(
一
八

九

九
)

の
日
本
美
術
協
会
展

に
出

品
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
翌

々
年

の
明
治

三
四
年
、
同
協
会
展

に

出
品
さ
れ
た

〈
秋
草
〉

は
金
牌

を
受
け
、
皇
后
陛
下

の
御

用
品
と
な

っ
て
い
る
。

〔11〕

 

一
０ 

秋
景
富
嶽
図

一
幅

品
質
形
状

法 

量

銘
文

他

紙
本
淡

彩 

掛
幅
装

四
六

・
○

×
四
八

・
三

落
款

・
印
章

(
右
下
)

「
栖
鳳

」

「
霞

中

 
 
 
 
 

 
 
 

(
白
文
長
方
印
)

 
 
 
 
 

山
房

」

桐
箱

蓋
表
墨
書

「
富
嶽

」

同

蓋
裏
墨
書

「
昭
和
癸
酉
初
冬 

栖
鳳
題
」

品
質
形
状

法 

量

銘
文

他

二　

錦
秋
図

絹
本
淡
彩

掛
幅
装

四
四

・
六
×
五
〇

・
七

落
款

・
印
章

(
右
上
)

「
栖
鳳

」

「
霞
中

 

 
 
 
 

 
 

(
白
文
方
印
)

 

 
 
 
 

菴 

」

桐
箱
蓋
表
墨
書

一
幅



時

代

作

者

「
錦
秋
」

同 

蓋
裏
墨
書

「
栖
鳳
題
」

同 

蓋
裏
印

一
顆

「高

 
 
 

(
白
文
方
印
)

 

幹
」

大
正
末
ー
昭
和
初
期

竹
内
栖
鳳

銘
文 

他

時

代

作

者

落
款

・
印
章

(
左
上
)

「
栖
鳳
／
作
於
/
霞
中
／
菴
」

「
高

 
 
 

(
白
文
方
印
)

 

幹
」

桐
箱
蓋
表
墨
書

「
浜
山
雨
後
」

同 

蓋
裏
墨
書

「
栖
鳳
題
」

同 

蓋
裏
印

一
顆

「
高

 
 
 

(
白
文
方
印
)

 

幹
」

昭
和
二
年

(
一
九
二
七
)
頃

竹
内
栖
鳳

〕21〔

一
二 

渓
山
雨
後

一
幅

品
質
形
状

法 

 

量

紙
本
墨
画

掛
幅
装

三
〇

・
四

×
二
九

・
九



 

竹
内
栖
鳳

(
元
治
元
年 

一
八

六
四
｜
昭
和

一
七
年 

一
九

四
二
)
。

名

は
恒
吉
、

字

は

高
幹
、
栖
鳳
と
号

す
。

 

栖
鳳
は
其

の
居
を

「
畊
漁
荘
」
、
京
都
嵯
峨

の
別
荘
を

「
霞
中
庸
」
と
称

し
て
い
る
。

 

各
幅
の
制
作
時
期
は
、

〈秋
景
富
嶽
図
〉
が
そ

の
蓋
裏
墨
書

か
ら
昭
和

八
年

(
一
九
三
三
)
、

〈
錦
秋
図
〉

は
そ

の
印
章

「
霞
中
蓋
」

を
他
例

に
も
と
め
る
と
、

大
正
七
年

(
一
九

一
八
)

の

〈
床
や
ま
〉
、
同

一
五
年

の

〈
古
城
松
翠
〉
等

に
み
る
こ
と
が
で
き
、
本
図
も

ほ
ぼ
そ
の
時

期

(
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
)
に
制
作
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後

に

〈
浜
山
雨
後
〉

の
落
款

・
印
章
と
同
じ
も
の
が
、
昭
和

二
年

(
一
九
二
七
)

の

〈
江
南
風
光
〉

に
見
ら
れ
、

〈
渓
山
雨
後
〉
も

ほ
ぼ

同
時
期

の
制
作

に
な
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
三 

江
村
南
風

一
幅

 

小
川
芋
銭

(
慶
応
四
年 

一
八
六
八
｜
昭
和

一
三
年 

一
九
三
八
)
。
幼
名
不
動

太

郎
、

の
ち
茂
吉

と
改

め
る

。

 

〈江
村
南
風
〉

に
お
け
る
落
款

・
印
章

「
芋
銭
子
」
「
旡
捕
所
｣
は
、
昭
和
六
年

(
一
九
三

一
)
の

〈
河
童
〉
、
同
七
年

の

〈
海
島
秋
来
〉
(
二
点

と
も
茨
城
県
立
美
術
博
物
館
蔵
)
な

ど

に
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た

「
旡
捕
所
」
の
印
は
、
斎
藤
隆
三
著

『
大
痴
芋
銭
』

に
よ
れ

ば
、
昭
和
初
年

以
来
用

い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

〔l3〕

 

品
質
形
状

法 

 
量

銘
文

他

時

代

作

者

紙
本
墨
画 

掛
幅
袋

四
六

・
二
×
五
三

・
八

落
款

・
印
章

(右
下
)

「
芋
銭
子
」 

「
旡
捕
所
」
(
白
文
長
方
印
)

西
中
墨
書

「
江
村
/
南

風
/
有
黄
花
」

昭
和
初
期

小
川
芋
銭

一
四　

糺
の
森

品
質
形
状

法
 

量

銘
文

他

絹
本
着
色

掛
幅
装

五
〇

・
五
×
七
〇

・
七

落
款

・
印
章

(
左
下
)

一
幅



時

代

作

者

「
大
観
」 

「
大
観
｣
(
朱
文
長
円
印
)

桐
箱
蓋
表
墨
書

「
糺
の
森
秋
雨
｣

同

蓋
裏
墨
書

「
大
観
自
題
｣

同 

蓋
裏
印

一
顆

「
大
観
｣
(
朱
文
円
印
)

不
詳

横
山
大
観

銘
文

他

作 時

者 代

落
款

・
印
章

(
左
下
)

「
大
観
｣

「
鉦
鼓

 
 
 
 
 
 
 
 

(
朱
文
方
印
)

 
 
 
 
 

洞
主
｣

桐
箱
蓋
表
墨
書

「
神
州
第

一
峰
｣

同 

蓋
裏
墨
書

「
昭
和
五
年
七
月
中
院
為
石
橋
君
清
嘱
大
観
謹
書
｣

同 

蓋
裏
印

一
顆

「
鉦
鼓
洞
主
｣
(
白
文
長
方
印
)

昭
和
五
年

(
一
九
三
〇
)

横
山
大
観

〔14〕

 

一
五　

不

二

(
富

士

)

図

一
幅

品
質
形
状

法 
 

量

絹
本
着
色

掛

福
袋

六
七

・
八

×

一
一
五

・
三



 

横

山
大
観

(
明
治
元
年 
 

一
八

六
八
｜
昭
和
三
三
年 
 

一
九

五
八
)
。

 

〈
不

二

(
富

士
)
図
〉
蓋
裏
墨
書

で
わ

か
る
よ
う
に
、
本
図

は
昭
和

五
年

(
一
九

三
〇
)

八

月
、
秩
父
宮
及
び
同
妃

の
久
留
米
石
橋
正

二
郎
邸
に
御
滞
在

の
折

に
、
石
橋

正
二
郎
が
何
人

か
の
画
家

に
委
嘱

し
た
作
品

の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
現
在
そ

の
当
時

の
記
録
と

し
て
は
、
昭
和

五
年
八
月
発
行

の

『
秩
父
宮
同
妃
殿
下
御
滞
泊
記
念
写
真
帖
』

(
以
下

『
写

真

帖
』

と

い

う
)

が
残

っ
て

い
て
、
そ

の
中

に
こ
の
大
観

〈不

二

(
富

士
)
図
〉
を

は
じ

め
と
す
る

二
五

点

の
作
品
写
真
が
掲

載
さ
れ
て

い
る
。

一
六

飛
瀑
双
幅

一
六
｜

一
 

右

幅

品
質
形
状

法 

量

銘
文

他

時

代

作

者

絹
本
着
色 

掛
幅
装

一
三
六

・
六

×
四
九

・
五

落
款

・
印
章

(
右
下
)

「
等
観
摸
」

「等

 
 
 
 
 
 
 
 

(
朱
文
方

印
)

 
 
 
 
 
 

観

」

昭
和
五
年

(
一
九
三
〇
)

筆
谷
等

観

二
幅

一
六
｜

二 

左
幅

品
質
形
状

法 

量

銘
文

他

時

代

作

者

絹
本
着
色 

掛
幅
装

一

三

六

・
五

×
四
九

・
五

落
款

・
印
章

(
左
下
)

「等

観
摸

」

「
等

 
 
 
 

 
 
 
 

(
朱
文
方
印
)

 
 
 
 

 
 

観
」

一
六
｜

一
、 

一
六
｜

二
共
箱

桐

箱
蓋
表

墨
書

「
飛

瀑
雙
幅

」

同

蓋
裏
墨
書

「
昭
和

五
年
夏 

等
観
」

同

蓋
裏
印

一
顆

「
等

 
 
 

(
朱
文
方
印
)

 

観
」

昭
和

五
年

(
一
九
三
〇
)

筆
谷
等
観

〔15〕

 

 

筆
谷
等

観

(
明
治
八
年 

一
八
七
五
ー
昭
和

二
五
年 

一
九
五
〇
)
。
本
名
儀

三

郎
、

白

夢
樓

と
も
号
す
。

 

〈
飛

瀑
双
幅
〉

は
先

の
昭
和

五
年

『
写
真
帖
』

に
掲
載
さ
る
。
更

に
蓋
裏
墨
書

に
よ
り
、

本
図
も
石
橋

正
二
郎

の
委
嘱

に
よ
る
も

の
で
あ
る
。



一
七 

風
潮
皎
鶴

一
幅

姿

は
、
向
き
は
逆
で
あ

る
が
、

そ

の
ま
ま

〈
風
潮
皎
鶴
〉

の
鶴
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
。
し

か
し
そ

の
画
面
に
あ
ら

わ
れ
た
迫
力

は

〈
丹
鶴
青
瀾
〉

の
そ
れ
に
及

ぶ
べ
く
も
な

い
。

〈
風

潮
咬
鶴
〉
は

一
種

の
習
作

と
い
う
べ
き

か
。

品
質
形
状

法 

 

量

銘
文

他

時

代

作

者

絹
本
着
色

掛

帳
装

一
一
八

・
二
×
三
二

・
九

落
款

・
印
章

(
右
下
)

「
百
穂
」

「
百
穂

 
 
 
 
 
 

 
 

(
朱

文
方
印
)

 
 
 
 
 

画
印

」

桐
箱
蓋
表
墨
書

「
風
潮
皎
鶴
」

同

蓋
裏
墨
書

「
百
穂
自
題
」

同 

蓋
裏
印

一
顆

「
百穂

」
(
白
文
方
印
)

昭
和
初
期

平
福
百
穂

一
八 

梢
白
鷺
図

品
質
形
状

法 

 

量

銘
文

他

時

代

作

者

絹
本
着
色

掛
幅
装

一
三
九

・
二
×
五
〇

・
二

落
款

・
印
章

(
左
下
)

「
溪

山
人

」

「
溪

山

人

」
(
朱
文
方
円
印
)

桐
箱
書
表

墨
書

「
梢
白
鷺
図

」

同

蓋
裏
墨
書

「
溪
山
人
句
題

四
志
」

同

蓋
裏
印

一
顆

 
 
 

カ

「
溪
仙
簽
」 

(
朱
文
方
印
)

昭
和
初

期

冨
田
溪
仙

一
幅

〔16〕

 

 

平
福
百
種

(
明
治

一
〇
年 
 

一
八
七
七
ー
昭
和
八
年 

一
九
三
三
)
。
名

は
貞
蔵
。

 

百
種

の
鶴

の
絵

の
著
名
な
作
品
と

し
て
は
、
大
正

一
五
年

(
一
九

二
六
)

の

〈
丹

鶴

青

瀾
〉
(
六
曲

一
双
)
が
あ
げ
ら
れ

る
。
本
図

は
大

正
天
皇
御
大
婚
満

二
五
周
年

を
祝

っ

て

参

議
院
か
ら
献
上
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
本
図

の
左
隻
、
波
打
ち
寄

せ
る
岩

の
上
に
立

つ
鶴

の



一
九 

昇
鯉
図

品
質
形
状

法 

量

銘
文

他

時

代

作

者

絹
本
着
色 

掛
幅
装

一
四

二

・
五

×
五
〇

･
九

印
章

(
左
下
)

「
溪

山
人
」

(
朱
文
方
円
印
)

一
幅

桐
箱
蓋
表
墨
書

「
飛
泉
茂
昇
百
鯉
図
」

同

蓋
裏
墨
書

「
昭
和
五
庚
午
年
七
月

 

秩
父
宮
殿
下 

□

御
□
下
の
砌 

石
橋
正
二
郎
氏
邸
乃
新
御
殿
に
/
成

ら
せ
[
□

そ
の
御
坐
所
の
床
懸
け
の
清
嘱

ニ
應
じ
/
恭
謹 

茲
に
執
筆
す

並

ニ
題
簽
」

同 

蓋
裏
墨
書

「
京
都 

富
田
湊
山
識
」

同 

蓋
裏
印

一
顆

「
久
彭

 
 
 
 

(朱
文
方

印
)

 

子 

」

昭
和
五
年

(
一
九
三
〇
)

冨
田
溪
仙

 

冨
田
溪
仙

(明
治

一
二
年
 

一
八
七
九
-
昭
和

一
一
年

一
九
三
六
)
。
本
名
鎮
五

郎
、

字

は
隆
鎮
、
雪

仙
、
溪

山
人
、
久
彭
子
、

久
彭
庵
等

の
別
号

が
あ
る
。

 

溪
仙

は
好
ん
で
鵜
、
鷺
、
鹿
等
を
題
材

に
選
ん
で
描

い
て

い
る
。
ま
た
鷺

の
場
合
梢
や
枝

に
と
ま

っ
て
い
る
絵
が
多

い
。
例
え
ば

昭
和
六
年

(
一
九
三

一
)

の

〈
枝

の
鷺
〉
(
紙
本
墨

画
、
掛
幅
装
)
、
同
年

の

〈
迅
瀬

の
鵜

.
稍

の
鷺
〉
(
紙
本
着
色

二
曲

一
双
)

の
左
隻

な
ど
で

は
、

い
ず
れ
も

立
ち
木

の
枝

に
と
ま

っ
て
い
る
鷺

を
描

い
て
い
る
。
本

〈
梢
白
鷺

図
〉
も

そ

の
構
図
、
筆
致
、
落
款

・
印
章
等
か
ら
み
て
、

ほ
ぼ

同
時

期
の
制
作

に
な
る
も

の
と
考

え
ら

れ
る
。

 

〈
昇
鯉
図
〉

は
そ

の
蓋
裏
墨
書
で
も

わ
か
る
よ
う

に

昭
和

五
年

の
作

で
、
前
述

の

『
写
真

帖
』

に
も
見
ら
れ
る
。

二
〇 

凾
峡
帰
帆
図

品
質
形
状

法 

 

量

銘
文

他

絹

本
着
色 

掛
幅
装

四
三

・
五
×
五
六

・
八

落

款

・
印
章

(
右
上
)

「
戊
辰
之
/
歳
初
/
冬
寫
/

関
雪
/

外
史
」

「
関

 
 
 

(
朱
文
方
印
)

 

雪
」

一
幅

〔17〕



時

代

作

者

同 

印

一
顆

(
右
下
)

「
白
沙

 
 
 
 

(
白
文
方
印
)

 

村
荘

」

同

印

一
顆

(
左
下
)

「
卿
口
枝
旬
」
(
白
文
長
方
印
)

賛
 
 
 
 
 
 

づ    
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

カ

「
眼
底
江
山
／
書

得
成

一
／
峰
無
起
弐
／
峯

生
黄
／
牛
西
望
瞿
／
塘
峙
落
筆

／
楢
聞

風
／
雨
聲
」

桐
箱
蓋
表
墨
書

 

 

て

「
亟
峡
帰
帆
図
」

同 

蓋
裏
墨
書

「
戊
辰
之
歳
臘
月
自
読
於
幹
正
白
沙
村
荘
主
人
識
」

同 

蓋
裏
印

一
顆

「
澗
雪

 
 
 
 

(
白
文
方
印
)

 

口
口
」

昭
和
三
年

(
一
九

二
八
)

橋
本
関
雪

橋
本
関
雪

(
明
治

一
六
年 

一
八
八
三
-
昭
和

二
〇
年 

一
九
四
五
)
。
本
名

関

一
。

大
正

二
年

(
一
九

一
三
)
京
都
市

左
京
区
浄

土
寺

に

「
白
沙
村

荘
」
を

つ
く
る
。

〔18〕

 

二

一
 

廃
港

(島
原
港
)

一
幅

品
質
形
状

法 

 

量

銘
文 

他

紙
本
墨
画 

掛
幅
装

五
四

・
○

×
六
四

・
八

落
款

・
印
章

(
右
下
)

「
浩

一
路

冩
」

「
浩一

路
」
(
朱
文
方
印
)

桐
箱
蓋
表
墨
書

「
天
草
風
景
」

同

蓋
裏
墨
書

「
昭
和
五
年
八
月
/
秩
父
宮

同
妃
両
殿
下
為
太
刀
洗
飛
行
隊
御
見
學
当
地
御



時

代

作

者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つ   
   

滞
在

之
間

以
石
橋
正

二
郎
氏
邸
/
令
為

駐
駕
御
泊
之
処
焉

石
橋
氏
為
紀
念　

光
栄

嘱
余
作

之
」

同

蓋
裏

墨
書

「
浩

一
路
識

」

同 

蓋
裏

印

一
顆

「
萬

口
口

 
 
 
 
 

(
白
文
長
方
印
)

 

路

而
口
」

昭
和

五
年

(
一
九

三
〇
)

近
藤
浩

一
路

時

代

作

者

「
浩

一
路
寫
」

「
浩

一
路
」
(
白
文
長
方

印
)

桐
箱
蓋
表
墨
書

「
暁
月
」

同 

蓋
裏
墨
書

「
浩

一
路
題
」

同

蓋
裏
印

一
顆

「
画
蟲
齋
」

昭
和
初
期

近
藤
浩

一
路

〔19〕

 

二
二

暁
月

品
質
形
状

法 

量

銘
文

他

紙
本
墨
画 

掛

幅
装

四
三

・
八

×
五
三

・
四

落
款

・
印
章

(
右
下
)

一
幅

 

近
藤
浩

一
路

(
明
治

一
七
年 

一
八
八

四
-
昭
和

三
七
年 

一
九
六

二
)
。
本
名

は
浩
(
こ

う
)
、
土
筆
居
、
画
蟲
斎

と
号
す
。

 

〈
暁
港

(
島
原
港
)
〉
は
蓋
裏

墨
書

で
わ

か
る

よ
う

に
昭
和
五
年

の
作
で
、
先

の
昭
和
五
年

『
写
真
帖
』

に
も
掲
載
さ
る
。
〈
暁
月
〉
も

ほ
ぼ
同
時
期

の
制
作

に
な
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。



二
三　

木
菟

一
幅

二
四 

白
梅
図

一
幅

品
質
形
状

法 
 

量

銘
文 

他

時

代

作

者

紙
本
墨
画

掛
幅

装

四
二

・
四

×
六

二

・
四

落
款

・
印
章

(
右
下
)

「
龍
子
」
「
□

」
(
朱

文
円
印
)

桐
箱
蓋
表

墨
書

「
竹
夜
」

同

蓋
裏

墨
書

「龍

子
自
題

」

同

蓋
裏

印

一
顆

「
龍子

」
(
朱
文
方
印
)

不
詳

川
端
龍
子

晶
質
形
状

法 

量

銘
文

他

時

代

作

者

紙
本
金
地
着
色 

掛
幅
装

二
三

・
四
×
二
〇

・
四

落
款

・
印
章

(
左
下
)

「
龍
子
」
「

囗
」

(
朱
文
円
印
)

桐
箱
蓋
表
墨
書

「
白
梅
図
」

同

蓋
裏
墨
書

「龍

子
自
題
」

同 

裏
蓋
印

一
顆

「
龍子

」
(
朱
文
方
印
)

不
詳

川
端
龍

子

〔20〕

 

川
端
龍
子

(
明
治

一
八
年 

一
八
八
五
ー
昭
和

四

一
年 

一
九
六
六
)
。
本
名
昇
太
郎
。



-
一
五

日

の
出

鶴

一
点

-
一
六 

紅

白
梅

一
点

品
質
形
状

法 
 

量

銘
文 

他

時

代

作

者

紙
本
着
色 

額
装

四

一
・
八

×
五
三

・
六

落
款

・
印
章

(
右
下
)

「
青
邨
」
「
□
」
(
朱
文
六
角
印
)

昭
和

四
〇
年
代

前
田
青
邨

品
質
形
状

法
 

量

銘
文

他

時
 

代

作
 

者

紙
本
着
色 

額
装

五
五

･
五

×
七
七

.
○

落
款

・
印
章

(
右
下
)

「
青
邨

」
「青
」
(
朱
文
長
方
印
)

昭
和

四
五
年

(
一
九
七
〇
)
頃

前

田
青
邨

〔21〕



二
七 

獅
子
図

品
質
形
状

法 
 

量

銘
文 

他

時

代

作

者

紙
本
金
地
着

色 

額

装

五
二

・
八

×
六
八

・
○

印
章

(
右
下
)

「
青邨

」
(
白
文
方
印
)

昭
和

一
〇
年

(
一
九
三
五
)
項

前

田
青
邨

一
点

品
質
形
状

法 
 

量

銘
文 

他

時

代

作

者

紙
本
墨
画

掛
幅
装

二
〇
五

・
五

×

一
〇
八

・
五

落
款

・
印
章

(
左
下
)

「
青
邨
」

「
青
邨」

(
白
文
方
印
)

桐
箱
蓋
表
墨
書

「
風
神
雷
神
」

同

蓋
裏
墨
書

「
青
邨
題
」

同 

蓋
裏
印

一
顆

「
青
」
(
朱
文
方
印
)

昭
和

二
四
年

(
一
九

四
九
)

頃

前

田
青
邨

〔22〕

二八

風
神
雷
神

一
幅

 

前

田
青
邨

(
明
治

一
八
年 

一
八
八
五
|
昭
和
五

二
年 

一
九
七
七
)
。
本
名
廉
造
。

 

所
蔵
品

の
四
点

に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
青
邨

の
作
品

の
中

に
類
似
例
を
み
る

こ
と
が
で

き

る
。

例
え
ば
、

〈
日

の
出
鶴
〉
は
昭
和
四
〇
年

(
一
九

六
五
)

の

〈
千
羽
鶴
〉
に
、
〈
紅
白

梅
〉

は
同
名

の
昭
和
三
七
年

の
作
品
か
ら
昭
和

四
四
年

の
〈
つ
れ
づ
れ
草
〉
、

同

四

五

年

の

〈
梅

日
和
〉
、

同

四
八
年

の

〈
奈
良

の
鶴

の
子
〉
、

同
年

の

〈
水
辺
春
暖
〉

へ
と
続
く

一
連

の



作
品
に
類

似
す

る
。

ま
た

〈
獅

子
図
〉

は
昭
和

一
〇
年

に
岩
崎
家

か
ら

天
皇

へ
献
上
さ
れ
た

〈
唐
獅
子
〉

の
右
隻
か
ら
親
獅

子
を
、

左
隻

か
ら
子
獅
子
を
と
り
入
れ
た
構
図

で

あ
り
、
そ

の

〈
唐
獅
子
〉

の
下
絵
と
し
て
本

〈
獅
子
図
〉
と
同
構
図

の
デ

ッ
サ

ン
も
残

っ
て
い
る
。
更

に

〈
風
神

雷
神
〉

は
、

昭
和

二
四
年

(
一
九

四
九
)

の
第

三
四
回
院
展

に
出

品
さ
れ
た
同
題

名

の
そ
れ
と
構
図

・
筆
致

に
お
い
て
全
く
同
じ
で
た
だ
落
款

・
印
章
が
異

る
の
み
で
あ
る
。

品
質
形
状

法 

量

銘
文

他

時
 

代

作 

者

絹
本
淡
彩 

掛
幅
装

一
三
七

・
四
×
四
九

・
九

落
款

・
印
章

(
右
下
)

「
南

風
」
「南
風
」
(
朱
文
方
印
)

不
詳

堅

山
南
風

二九

双
鯉

一
幅

品
質
形
状

法
 

量

銘
文

他

時
 

代

作
 

者

紙
本
淡
彩 

掛
幅

袋

一
二
五

・
六

×
三
三

・
○

落
款

・
印
章

(
右
下
)

 
 
 
 
 
 
 
 

カ

「
南
風
」
「
□
泉
作
琴
」

(朱
文
長
方
印
)

不
詳

堅
山
南
風

 

堅

山
南
風

(
明
治

二
〇
年 

一
八
八
七
-
昭
和

五
五
年 

一
九

八
〇
)
。
本
名
熊

次
。

槧

籥
居

(
た
く

や
く
き

ょ
)
、
望
月
居
、

久
雅

二
と
号
す
。

〔23〕

 

三
一 

游
鯉

一
幅

三
Ｏ

鯉

一
幅

品
質
形
状

法 

量

銘
文

他

紙
本
着
色

掛

幅
装

五
四

・
二
×
五
九

・
三

落
款

・
印
章

(右
下
)

「
神
泉

」

「
神

 

 
 
 
 
 
 

(
朱
文
方

印
)

 

 
 
 
 

泉
」

桐
箱

蓋
表
墨
書

「
游
鯉

」



時

代

作

者

同

蓋
裏
墨
書

「
神
泉
」

同 

蓋
裏
印

一
顆

「
神

 
 
 

(
朱
文
方

印
)

 

泉
」

不
詳

徳
岡
神
泉

〔
註　
　

法
量
は

セ
ン
チ

メ
ー

ト
ル
で
表
記

さ
れ

て
い
る
。
〕

〔24〕

 

徳
岡
神
泉

(
明
治

二
九
年 

一
八
九
六
|

昭
和
四
七 

一
九

七
二
)
。
本
名
時
次
郎
。




